
に
じ
ょ
う
じ
ょ
う

二
条
城

21知
る

■
ど
ん
な
城
？

関
ケ
原
合
戦
・
大
坂
の
陣
に
勝
利
し
た
徳
川
家
康
が
二
条
堀
川
の
西

（
現
中
京
区
二
条
城
町
）
に
建
て
た
城
。
慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
五

月
村
越
茂
助
を
奉
行
と
し
て
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
翌
八
（
一
六
〇
三
）

年
三
月
に
は
家
康
が
将
軍
宣
下
を
う
け
る
た
め
上
洛
入
城
し
、
そ
の
頃

に
は
主
要
部
分
が
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
条
城
は
京
都
御
所
の
守
護
と
将
軍
上
洛
時
の
宿
泊
所
と
し
て
造
営

さ
れ
、
建
設
当
初
は
二
条
亭
と
も
、
二
条
新
御
所
、
二
条
新
屋
敷
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
増
築
が
行
わ
れ
、
御
座
所
・
大
広
間
・
二

の
間
な
ど
が
整
え
ら
れ
、
二
の
丸
の
大
部
分
は
現
在
の
配
置
で
建
て
ら

れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
二
条
城
が
今
日
見
る
よ
う

な
形
で
整
備
さ
れ
た
の
は
、
三
代
将
軍
家
光
の
時
。
寛
永
三
（
一
六
二

い
え
み
つ

六
）
年
の
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
を
契
機
と
し
て
、
伏
見
城
の
遺

ご
み
ず
の
お

構
な
ど
が
移
さ
れ
、
天
守
閣
を
含
め
て
す
べ
て
が
完
成
し
た
の
は
寛
永

年
間
（
一
六
二
四
～
四
三
）
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
五
月
の
大
地
震
で
石
垣
と
二
の
丸
殿
舎
が

被
害
を
受
け
、
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
年
雷
火
に
よ
っ
て
天
守
閣
が
焼

、

。

（

）

失

つ
い
に
再
建
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

さ
ら
に
天
明
八

一
七
八
八

年
に
も
天
明
の
大
火
に
よ
り
本
丸
の
殿
舎
、
櫓
、
二
の
丸
の
櫓
の
一

や
ぐ
ら

部
が
類
焼
し
ま
し
た
。

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
十
四
代
将
軍
家
茂
上
洛
の
た
め
殿
舎
の

い
え
も
ち

整
備
が
行
わ
れ
、
慶
応
二
（
一
八
六
六
）
年
、
最
後
の
将
軍
と
な
る
徳

川
慶
喜
が
二
条
城
で
将
軍
宣
下
を
受
け
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
十

よ
し
の
ぶ

月
二
条
城
で
大
政
奉
還
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
維
新
後
、
二
条
城
は
太
政
官
代
が
置
か
れ
、
東
京
遷
都
後
は
留

守
官
の
管
轄
下
に
あ

り
ま
し
た
が
、
明
治

四
（
一
八
七
一
）
年

京
都
府
に
移
管
、
同

年
か
ら
明
治
十
八

一
（

八
八
五
）
年
ま
で
二

の
丸
御
殿
に
京
都
府。

庁
が
お
か
れ
ま
し
た

二
条
城
そ
の
も
の
は

明
治
六
年
陸
軍
省
の

所
管
と
な
り
、
明
治

十
七
年
に
宮
内
省
の

管
轄
と
な
り
「
二
条

離
宮
」
と
改
称
さ
れ

ま
し
た
。

二条城大手門現況
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昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
京
都
市
に
下
賜
さ
れ
、
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
当
初
は
恩
賜
元
離
宮
二
条
城
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

お
ん
し
も
と
り
き
ゆ
う
に
じ
よ
う
じ
よ
う

■
二
条
城
の
役
割

二
条
城
は
、
豊
臣
秀
吉
の
京
都
邸
宅
で
あ
っ
た
聚
楽
第
の
機
能
を
継

じ
ゆ
ら
く
だ
い

承
し
た
徳
川
氏
の
京
都
屋
敷
と
し
て
造
営
さ
れ
、
幕
府
の
朝
廷
に
対
す

る
公
的
な
対
面
や
儀
礼
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
二
条
城
を
中
心
に
、
京
都
所
司
代
・
京
都
町
奉
行
・

き
よ
う
と
し
よ
し
だ
い

き
よ
う
と
ま
ち
ぶ
ぎ
よ
う

京
都
代
官
な
ど
の
政
庁
が
城
の
北
・
南
・
西
の
外
周
に
設
け
ら
れ
、
二

き
よ
う
と
だ
い
か
ん

条
武
家
屋
敷
街
と
い
っ
た
景
観
を
呈
し
ま
し
た
。

現
在
、
か
つ
て
の
二
条
城
外
周
の
政
庁
を
伝
え
る
面
影
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
西
ノ
京
小
堀
町
・
西
ノ
京
職
司
町
と
い
う
町
名
が
、
京
都
代

に
し
の
き
よ
う
こ
ぼ
り
ち
よ
う

に
し
の
き
よ
う
し
よ
く
し
ち
よ
う

官
小
堀
氏
の
役
所
や
京
都
町
奉
行
所
が
所
在
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。

■
町
名
「
二
条
城
町
」
の
は
じ
ま
り

現
在
二
条
城
の
所
在
地
は
「
中
京
区
二
条
堀
川
西
入
二
条
城
町
」

に
じ
よ
う
じ
よ
う
ち
よ
う

で
す
が
、
正
式
に
「
二
条
城
町
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

昭
和
十
四
（
一
九
三
九
）
年
十
一
月
二
十
四
日
の
こ
と
で
す
。

宮
内
省
か
ら
京
都
市
へ
移
管
さ
れ
た
恩
賜
元
離
宮
二
条
城
に
つ
い

て
、
当
時
京
都
市
長
の
市
村
慶
三
が
二
条
城
郭
内
お
よ
び
そ
の
周
辺
の

い
ち
む
ら
け
い
ぞ
う

行
政
町
名
設
定
を
市
議
会
へ
提
出
し
、
翌
日
に
可
決
、
京
都
府
告
示
で

公
告
さ
れ
ま
し
た
。

二
条
城
の
歴
史
に
く
ら
べ
町
名
「
二
条
城
町
」
の
歴
史
は
ず
い
ぶ
ん

と
新
し
い
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

歩
く
／
見
る

■
二
条
城

中
京
区
二
条
堀
川
西
入
る
二
条
城
町

現
存
す
る
二
条
城
の
遺
構
は
、
竹
屋
町
通
・
押
小
路
通
・
堀
川
通

た
け
や
ま
ち
ど
お
り

お
し
こ
う
じ
ど
お
り

ほ
り
か
わ
ど
お
り

・
美
福
通
に
囲
ま
れ
た
約
二
十
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
。

び
ふ
く
ど
お
り

建
造
物
の
う
ち
門
は
、
東
大
手
門
・
北
大
手
門
・
西
門
の
ほ
か
、
本

丸
櫓
門
・
桃
山
門
・
鳴
子
門
・
北
仕
切
門
・
中
仕
切
門
が
現
存
し
、
東

と
北
の
両
大
手
門
は
慶
長
の
創
建
時
の
も
の
で
す
。

城
内
の
建
造
物
の
ほ
と
ん
ど
が
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。

■
二
条
城
本
丸
御
殿
と
庭
園

本
丸
と
は
城
の
中
心
と
な
る
曲
輪
（
郭
・
廓
）
で
す
。
曲
輪
と
は
役

く
る
わ

割
や
機
能
に
応
じ
城
内
に
区
画
さ
れ
た
小
区
域
の
こ
と
。

二
条
城
の
本
丸
が
造
営
さ
れ
た
当
初
の
こ
と
は
不
明
で
す
が
、
天
明

八

一
七
八
八

年
の
大
火
の
飛
び
火
で
本
丸
御
殿
・
隅

櫓
・
多
聞
櫓

（

）

す
み
や
ぐ
ら

た
も
ん
や
ぐ
ら

な
ど
が
焼
失
。
庭
園
も
延
焼
し
て
空
き
地
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

幕
末
に
は
、
本
丸
内
に
徳
川
慶
喜
の
居
室
が
建
て
ら
れ
、
庭
園
は
茶

庭
風
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
居
室
は
老
朽
化
の
た
め
明
治
十
四
（
一
八
八

一
）
年
に
撤
去
、
庭
園
も
取
り
除
か
れ
空
き
地
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
か
ら
二
十
七
（
一
八
九
四
）
年
に
か

け
て
、
京
都
御
苑
内
の
旧
桂

宮
邸
の
一
部
が
移
築
さ
れ
、
枯
山
水
庭

か
つ
ら
の
み
や

園
が
作
庭
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
本
丸
庭
園
は
明
治
二
十
九
（
一
八
九
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六
）
年
に
完
成
し
た
庭
園
で
す
。

本
丸
御
殿
は
、
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
の
建
造
で
嘉
永
七
（
一
八

五
四
）
年
の
内
裏
炎
上
後
、
仮
皇
居
と
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り

車

寄
・
雁
之
間
・
中
書
院
・
奥
御
座
所
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

く
る
ま
よ
せ

か

り

の

ま

■
二
条
城
二
の
丸
御
殿
と
庭
園

二
の
丸
と
は
本
丸
を
直
接
守
る
曲
輪
で
、
近
世
の
城
郭
で
は
家
臣
の

く
る
わ

屋
敷
や
馬
場
な
ど
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

二
の
丸
庭
園
は
、
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
に
二
条
城

が
造
営
さ
れ
た
際
に
作
庭
さ
れ
た
も
の
で
す
。
寛
永
三
（
一
六
二
六
）

年
後
水
尾
天
皇
行
幸
の
際
、
小
堀
遠
州
に
よ
っ
て
一
部
改
修
が
加
え
ら

こ
ぼ
り
え
ん
し
ゆ
う

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

後
水
尾
天
皇
行
幸
当
時
の
姿
は
、
新
た
に
増
築
さ
れ
た
行
幸
御
殿
・

中
宮
御
殿
・
長
局
な
ど
に
取
り
囲
ま
れ
た
中
庭
的
な
庭
園
で
し
た
。
池

の
中
に
亭
が
建
ち
、
池
の
中

央
に
ふ
た
つ
の
島
、
四
つ
の

橋
を
併
せ
持
ち
、
二
の
丸
御

殿
大
広
間
上
段
の
間
（
将
軍

の
座

・
二
の
丸
御
殿
黒
書
院

）

上
段
の
間
（
将
軍
の
座

・
行

）

幸
御
殿
上
段
の
間
（
天
皇
の

座

、
御
亭
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら

）
鑑
賞
で
き
る
よ
う
設
計
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

、

京
都
市
に
下
賜
さ
れ
た
後

二
の
丸
庭
園
は
、
昭
和
十
四

（
一
九
三
九
）
年
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年

国
の
特
別
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
の
丸
御
殿
の
殿
舎
は
、
唐
門
・
車

寄
・
遠

侍
・
式
台
・
大
広

か
ら
も
ん

く
る
ま
よ
せ

と
お
ざ
む
ら
い

間
・
蘇
鉄
の
間
・
黒
書
院
・
白
書
院
か
ら
な
り
、
近
世
に
発
達
し
た
書

院
造
の
住
宅
の
う
ち
で
最
も
豪
華
な
遺
構
と
い
わ
れ
、
屋
内
の
金
壁
障

屏
画
は
探
幽
を
含
む
狩
野
派
の
作
で
す
。

た
ん
ゆ
う

昭
和
二
十
七
（
一
九
五
二
）
年
二
の
丸
御
殿
六
棟
が
国
宝
に
指
定
さ

れ
、
昭
和
五
十
七
（
一
九
八
二
）
年
に
は
二
の
丸
御
殿
障
壁
画
が
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二の丸御殿現況


